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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】gliomaの悪性度をアミノ酸代謝の指標である C-11メチオニンを用いた PETにて評価し、悪性度鑑別
の可能性を検討した。 
【方法】対象を glioma 67例とし、PETで腫瘍対健側灰白質比（以下 T/N比）を用いメチオニン集積程度と腫
瘍増殖能力の指標としての Ki-67Labeling Index（以下 Ki-67LI）の分布について検討した。次に astrocytic 
tumor(AT)群に限定した28例においてT/N比およびstandar ized uptake value（以下SUV）を用いメチオニン
集積程度とKi-67LIにおいて相関を調べた。また、T/N比とSUVで、どちらがKi-67LIとの相関が強いかを評
価するためROC解析を行い、良悪性の鑑別に最適なT/N比の閾値もROC解析で算出した。さらに、Ki-67LIお
よび生存日数とメチオニン代謝の関連を検討するため、閾値となる T/N比を変動させ、Ki-67LIと生存日数の
分布を調べた。 
【結果】glioma群ではT/N比とKi-67LI、SUVとKi-67LIの間には有意な相関を認めなかった。AT群では、T/N
比とKi-67LI (r=0.43,P=0.023)、SUVとKi67-LI（r=0.37,P=0.049）の間で有意な相関を認めた。ROC解析では、
T/N比の方がSUVより強い相関を示した。良悪性の鑑別では、ROC解析で閾値をT/N比1.5とするとaccuracy
が85.7%で最高であった。腫瘍の増殖能については、T/N比1.5-1.8にて2群に分けると、両群におけるKi-67LI
の値に有意差が認められた（p＜0.05）。予後については、T/N比1.6-1.8にて2群に分けると、両群において
生存日数に有意差が認められた(p＜0.05)。 
【結論】AT群において、メチオニン代謝とKi-67LIに相関があり、診断の指標としてはSUVよりT/N比の方が
適当であった。良悪性鑑別の閾値はT/N比1.5から1.6が妥当と考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 Positron eｍisson tomography（PET）はポジトロントレーサーを利用して、非侵襲的に脳局所の代謝を
調べることができる。gliomaの悪性度をアミノ酸代謝の指標であるC-11メチオニンを用いたPETにて評価し、
良悪性鑑別の可能性を検討した。 
対象をglioma 67例とし、メチオニン集積の指標としてPETにおける腫瘍対健側灰白質比（T/N比）を用い、
腫瘍増殖能力の指標としてのKi-67Labeling Index（Ki-67LI）との相関を検討した。次にastrocyti  tumor(AT)
群に限定した 28例において、メチオニン集積の指標として T/N比および standardized uptake value（SUV）
を用い、Ki-67LIとの相関を調べた。また、T/N比とSUVでどちらがKi-67LIとの相関が強いかを評価するため
receiver operating characteristic(ROC)解析を行い、良悪性の鑑別に最適なT/N比の閾値もROC解析で算出
 －368－
 －369－
した。さらに、Ki-67LI および生存日数とメチオニン代謝の関連を検討するため、閾値となる T/N 比を変動さ
せ良性群と悪性群に分け、両群のKi-67LIと生存日数の分布を調べた。 
結果は glioma 群では T/N 比と Ki-67LI の間には有意な相関を認めなかった。AT 群では、T/N 比と Ki-67LI 
(r=0.43,p=0.023)、SUVとKi-67LI（r=0.37,p=0.049）の間で有意な相関を認めた。ROC解析では、T/N比の方
がSUVより強い相関を示した。良悪性の鑑別では、ROC解析で閾値をT/N比1.5とするとaccuracyが85.7%で
最高であった。腫瘍の増殖能については、T/N比1.5から1.8にて2群に分けると、両群におけるKi-67LIの
値に有意差が認められた（p＜0.05）。予後については、T/N比1.6から1.8にて2群に分けると、両群におい
て生存日数に有意差が認められた(p＜0.05)。 
以上の結果よりAT群において、メチオニン代謝とKi-67LIに相関があり、診断の指標としてはSUVよりT/N
比の方が有用であった。また、良悪性鑑別の閾値はT/N比1.5から1.6が妥当と考えられた。 
本研究は、astrocytic tumor において良悪性鑑別におけるメチオニン PET の有用性を示したもので、今後
の臨床診断に益するものである。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与するのに値するものと判断され
た。 
 
